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住
職
五
十
年
を
顧
み
て 

 

 

早
い
も
の
で
、
今
年
で
住
職
五
十
年
、
八
十
才
を
迎
え
ま

す
。
曹
洞
宗
か
ら
、
勤
続
住
職
五
十
年
の
表
彰
状
を
頂
き
ま

し
た
。
先
日
、
兄
弟
会
を
開
き
、
長
兄
卒
寿
、
長
姉
米
寿
、

小
生
傘
寿
、
妹
喜
寿
、
四
人
が
揃
い
食
事
を
し
ま
し
た
。
家

族
は
長
生
き
の
家
系
か
も
。
父
は
百
歳
、
母
は
九
十
七
歳
、

祖
父
は
九
十
六
才
で
し
た
。
誰
も
い
つ
ま
で
生
き
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

思
い
返
す
と
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
見
ず
知

ら
ず
の
沼
津
に
き
て
、
小
さ
な
寺
を
預
か
り
、
檀
家
も
な
い
、

庫
裡
も
な
い
、
お
堂
だ
け
ポ
ツ
ン
と
あ
り
ま
し
た
。
友
人
は

い
な
い
し
、
や
る
こ
と
は
朝
の
坐
禅
と
お
勤
め
、
昼
は
仕
方

が
な
い
の
で
托
鉢
に
出
ま
し
た
。
街
中
の
寺
で
し
た
の
で
人

が
集
ま
り
や
す
く
、
毎
朝
五
時
の
お
勤
め
に
は
十
人
程
に
な

り
ま
し
た
。
当
時
、
大
雄
山
最
乗
寺
の
余
語
翠
巌
老
師
か
ら

雲
水
を
教
育
す
る
役
目
の
維
那
和
尚
と
し
て
お
手
伝
い
の

お
声
掛
け
を
頂
き
、
丸
六
年
間
奉
職
さ
せ
て
も
ら
い
、
そ
の

間
、
信
者
の
皆
さ
ん
が
お
寺
を
護
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
帰
山

し
寺
に
常
在
し
て
か
ら
、
色
々
な
方
か
ら
「
和
尚
さ
ん
、
い

い
声
し
て
い
る
ね
」
と
声
を
掛
け
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
、 

ご
法
事
や
お
葬
儀
の
機
会
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。 

  

し
か
し
、
せ
っ
か
く
ご
縁
を
い
た
だ
い
て
も
、
墓
地
が
な

い
の
で
縁
が
途
切
れ
ま
す
。
土
地
を
担
保
に
し
て
墓
地
造
成

し
、
当
時
は
墓
地
不
足
の
た
め
か
、
次
々
と
売
れ
ま
し
た
。

庫
裡
、
本
堂
の
増
築
も
し
ま
し
た
が
、
雨
漏
り
や
手
狭
の
た

め
、
縁
あ
っ
て
桜
で
名
所
の
門
池
に
移
転
さ
せ
て
貰
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
何
も
な
い
畑
に
土
地
の
整
備
造
成
、
本
堂
、

客
殿
、
庫
裡
の
建
設
に
お
檀
家
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
、
無

事
落
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
地
は
北
方
に
富
士

山
を
仰
ぎ
、
南
方
に
門
池
、
遥
か
駿
河
湾
を
望
み
ま
す
。
東

方
は
黄
瀬
川
が
流
れ
、
西
は
グ
ル
メ
街
道
や
国
道
に
側
し
、

風
水
の
上
か
ら
し
て
絶
好
の
土
地
と
言
わ
れ
ま
し
た
。 

大
昔
、
三
明
寺
と
い
う
真
言
宗
の
寺
が
あ
り
、
長
い
歴
史

の
中
、
臨
済
宗
に
改
宗
し
災
害
に
よ
り
廃
寺
。
地
名
か
ら
、

改
め
て
光
明
院
を
三
明
寺
に
改
称
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
で
は
墓
所
が
五
ヶ
所
に
な
り
ま
す
。
息
子
た
ち
四
人

は
両
本
山
永
平
寺
や
総
持
寺
で
修
行
し
、
僧
侶
の
資
格
を
取

得
し
、
お
寺
を
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

今
思
う
と
よ
く
ぞ
移
転
で
き
た
か
と
皆
様
方
の
ご
協
力

に
感
謝
の
言
葉
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
移
転
直
後
、
技
能
五
輪

世
界
大
会
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
人
が
集
う
よ
う
に
、
環
境

整
備
が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
東
日
本
震
災
が
あ
り
、
海

の
近
く
は
危
険
視
さ
れ
、
環
境
に
優
れ
た
門
池
に
、
次
々
と

家
屋
が
増
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
縁
を
大
切
に

し
て
地
域
に
愛
さ
れ
る
寺
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
後
と
も
、
三
明
寺
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

三
明
寺
住
職 

大
嶽
正
泰 

合
掌 

                    
 

 

 

多くの地域の皆さんでにぎわいます。 支えてくださる方々がいるからできる三明寺の行事です 

年末年始の行事 もちつき 鎮火祭･除夜の鐘 大般若祈祷･まめまき  

年末年始号 
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【
檀
信
徒
行
事
】 

十
二
月 

 
 

 
 

○
高
橋
家
・
水
野
家
・
竹
下
家
法
事 

6
日 

○
ヨ
ガ
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
豚
汁
の
会 

 
 
 

16
時
15
分 

○
高
橋
家
・
池
田
家
・
原
田
家
法
事 

7
日 

〇
子
ど
も
食
堂 

 
 

 

○
加
藤
家
法
事 

 
 

10
日 

○
石
川
家
・
日
吉
家
・
渡
辺
家
・ 

髙
橋
家
・
稲
葉
家 

法
事 

 

13
日 

○
地
蔵
講  

 
 

16
日 

○
山
口
家
・
佐
藤
家
法
事 

 
 
 

20
日 

○
餅
つ
き  

 
 

21
日
10
時 

○
金
澤
家
法
事 

 
 
 

 
25
日 

○
年
末108

ア
ー
サ
ナ
の
会 

  

27
日
10
時
～ 

○
鈴
木
家
法
事 

 
 
 

 

28
日 

○
大
嶽
家
法
事 

 
 
 

 

29
日 

○
大
晦
日
・
除
夜
の
鐘
・
新
春
祈
祷 

31
日
20
時 

一
月 

 

○
年
頭
挨
拶
回
り 

 
 

1
～
3
日 

〇
子
ど
も
食
堂 

 
 

5
日 

○
道
了
講
・
は
し
ご
の
り 

 

6
日
11
時 

○
渋
谷
・
白
川
家
法
事 

 

17
日 

             

〇
野
村
・
桐
澤
・
斉
藤
家
法
事 

18
日 

○
地
蔵
講  

 
 

20
日 

○
岡
田
家
法
事 

 
 
 
 
 
 

24
日 

○
山
門
大
般
若
祈
祷
会 

 

25
日 

○
天
野
家
法
事 

 
 

31
日 

二
月 

○
勝
又
家
法
事 

 
 

1
日 

〇
子
ど
も
食
堂 

 

○
道
了
講  

 
 

3
日 

○
松
田
家
・
藤
江
家
法
事 

 

15
日 

○
地
蔵
講  

 
 

17
日 

○
小
栁
出
家
法
事 
 

 

21
日 

〇
山
田
家
法
事 

 
 

22
日 

○
じ
ぞ
う
寄
席 

三
遊
亭
小
笑
師
匠 

22
日 

 

【
三
明
寺
や
す
ら
ぎ
大
学
】 

○
土
曜
写
経
会 

 
 

6
時 

○
日
曜
坐
禅
と
法
話
の
会 

 

6
時 

○
月
例
写
経
会 

第
三
月
曜
日 

9
時
30
分 

○
御
詠
歌(

寺
族) 

第
一
・
三
火
曜
日 

10
時
30
分 

○
ヨ
ガ
と
坐
禅
の
会 

要
予
約 

12

/

23
・
1

/

19
・
2

/

13 
 

19
時 

              

【
お
知
ら
せ
】 

□
年
末
の
鎮
火
祭
除
夜
の
鐘･

新
春
祈
祷
に
つ
い
て 

 

年
越
し
の
除
夜
の
鐘
は
、
午
後
８
時
か
ら
行
い
ま
す 

 

お
そ
ば
、
お
汁
粉
、
甘
酒
の
ふ
る
ま
い
が
あ
り
ま
す 

□
転
居
等
で
ご
住
所
の
変
更
さ
れ
る
方
は
ご
連
絡
下
さ
い 

□
住
職
ラ
ジ
オ
法
話 

 
 
 

Ｓ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ 

 

第
四
土
曜
日
12
時
22
分 

コ
ー
ス
ト
Ｆ
Ｍ 

76.7 

月
曜
～
金
曜
７
時
30
分 

 【
編
集
後
記
】 

◇
十
一
月
、
若
い
僧
侶
に
「
布
教
講
座
」
と
し
て
お
話
を
す

る
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。
人
口
減
少
に
よ
り
、
お
寺
も
後

継
者
や
経
営
問
題
で
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
私
な
り
に
無
か

ら
の
出
発
で
し
た
の
で
多
少
の
参
考
に
は
な
っ
た
で
し

ょ
う
か
。
二
回
目
を
二
月
に
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

◇
檀
信
徒
地
方
研
修
会
に
護
持
会
役
員
三
名
に
参
加
し
て

頂
き
ま
し
た
。
他
宗
旨
の
本
山
に
伺
う
こ
と
は
大
変
有
意

義
な
旅
で
し
た
。 

◇
ち
び
た
け
く
ん
の
「
壽
餅(

じ
ゅ
び
ょ
う)

」
と
は
、
大
切

な
師
匠
に
対
し
て
贈
る
お
餅
の
こ
と
で
す
。
お
餅
は
昔
か

ら
神
仏
様
に
お
供
え
す
る
大
切
な
食
べ
物
な
の
で
す
。 

   

令
和
七
年
十
二
月
一
日 

第
九
十
七
号 

発

行 

曹
洞
宗 

大
嶽
山  

三 

明 

寺 

編

集      

大

嶽

正

泰 

住

所 

沼
津
市
大
岡
字
三
明
寺
四
○
五
一

電

話 
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メ
ー
ル info@sanmyouji.com 
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静岡県仏教婦人会県大会 10/16 

講師 春風亭昇太師匠 

花火点火場所 息子が消防団員だからこそのワンショット 門池の花火 11/30 

愛曹洞宗婦人会 50 周年記念大会 大本山總持寺 10/30 皆さまに書いていただいた写経を奉納しました 

 講師 愛知尼僧堂 青山俊董老師・奉納された曲録・青年僧侶の演奏 

 

宗務所布教講座 11/19 

若手僧侶に対して講習を行いました 

住職兄弟会 11/24 沼津駅北口にこんな撮影スポットがありました 
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ヨガ坐禅の会 毎月一回 

以前に比べ肩こり腰痛が軽減されているような 

宗務所檀信徒地方研修会 11/26・27  身延山久遠寺、長野県茅野方面 

 

第 142回じぞう寄席 11/23 古今亭菊之丞師匠  

長いおつきあいの師匠です   

秋彼岸供養 9/21  ご先祖様、ペットの供養 

 

 

 

印章供養祭 10/5  省略されてきたとはいえ 

印章は必要不可欠。 12 月は宅配便に・・・ 

梅花流本庁講習会 京都妙心寺花園会館にて 
臨済宗花園流の特別講習でした 


